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「日米地位協定見直し求める意見書」採択、下北地域でも進んでいます
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５月 24 日、党県連合は当初予定していた定期大

会をコロナ禍のため「総支部代表者会議」に変更し

て開催されました。会議では大会同様の手順で進め

られましたが、特段の議論もなく執行部提案通り可

決されました。意見としては①選挙闘争への具体的

な方針が薄い、とりわけ県議奪還への具体策がない

こと、②SNS（ソーシャルネットワーク）の利活用

が進んでいないこと、③護憲活動が年々弱まってい

る（地元紙への意見広告賛同者の減少など）ことへ

の対策、などを求めるものがありました。また、三

上代表の負担軽減へ向けて代表代行制度を設けるこ

ととし、山名文世副代表（八戸市議）を選出しまし

た。また、佐藤亮一氏が永年党員表彰の対象となり

ました。

2018 年 7 月に全国知事会が「米軍基地負担に関する提

言」を採択した後、日米地位協定の改定を求める自治体

の意見書採択は、４月１日現在で９道県 189 市町村にな

り、全国自治体の１割を超しました。この意見書は各自

治体議会から衆参議院議長に送付されています。本県に

おいても六ケ所村を含む９自治体議会で採択され

ています。同村では 19 年 1 月に市民団体から意

見書採択を求める陳情が出されたときには議員へ

の資料配布にとどまっていましたが、その後、米

軍三沢基地所属の F16 戦闘機が重さ約 230 キロの

模擬弾を民有地に落下させる事故が発生し、事故

翌日まで村に連絡がなかったことなどから米軍へ

の不信感が高まり、意見書を可決しました。ま

た、この意見書採択は下北地域でも大間、佐井、

風間浦の各町村議会でも採択されています。

【青森県内 地方議会での採択状況】

大間町/佐井村/風間浦村/横浜町/外ヶ浜町

六ケ所村/平内町/蓬田村/六戸町

（次ページに六ケ所村の意見書内容を掲載済）
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日米地位協定の抜本改定を求める意見書

日米地位協定は、1960年に結ばれたが、国会の中で十分に審議されることなく今日まで

一度も改正されておらず、事故や事件の繰り返しは、国民の生命と暮らしが脅かされ、日

米地位協定を抜本的に見直すことが強く求められています。

全国知事会は、昨年７月 27 日、札幌市で開いた会議で日米地位協定の抜本的見直しを含

む「米軍基地負担に関する提言」を全会一致で採択しました。

三沢基地所属の F－16 戦闘機は、1985 年に 50機が配備され、これまで 13 機が墜落し、

燃料タンクの投棄は 19 回、模擬弾の投棄事故は、11月６日に本村で発生した落下事故を

含め 12 回を数え、墜落や事故の繰り返しと青森県上空での激しい飛行訓練の騒音は、住民

の不安を増幅させ、騒音被害による立ち退きを余儀なくされています。

昨年２月に発生 F－16 戦闘機による燃料タンク投棄事故は、小川原湖漁民や関係者

へ多大な被害をもたらし、岩手県では風力発電施設の近くを航空法の高度基準に反する超

低空飛行を行い国民の怒りを買いました。

また昨年７月、横田基地米空軍 CV22 オスプレイが、三沢基地への飛来を繰り返している

ものの情報提供がない状況であり、騒音被害や事故に対する不安、米軍機の深夜・未明の

飛行の自由、騒音の無規制、日本の管制権の制限などを規定している日米地位協定の見直

しが喫緊の課題となっております。

全国知事会は、「米軍基地負担に関する提言」で、航空機の安全航行を目的とした航空法

をはじめ日本の国内法を米軍にも原則適用することや､事件･事故時の自治体職員の迅速・

円滑な立ち入りの保障などを明記するように求めています。

沖縄県によるドイツ、イタリアの地位協定の現地調査報告書では、両国の地位協定と日

米地位協定を比較し、①国内法の適用の明記。②基地の管理権や緊急時の立ち入り権。③

訓練の実施の関与。などの違いを指摘しており、ドイツでは 93 年の大幅改定後、米軍機の

低空飛行が減少し、イタリアも米軍の低空飛行の高度制限や時間制限を強化しています。

このような状況に鑑み、国においては、全国知事会の総意を重く受け止め、日米地位協

定の抜本的改定に取り組むよう強く要望します。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。

令和元年 12 月 23 日

衆議院議 長  大 島 理 森 様

参議院議 長  山 東 昭 子 様

内閣総理大臣  安 倍 晋 三 様

六ヶ所村議会議長 高 橋 文 雄

六ケ所村議会が採

択した意見書です

トンデモナイことが

教育現場で！

（5/26 東奥日報より）
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   むつ・下北地域の話題から…

佐井村の取組事例が掲載されま

した。2006 年から実施しているとの

ことです。

（2020/1/18 朝日新聞より抜粋）

今回もコロナ絡みで党活動の大
きな話題もありませんので昨今の
新聞記事を掲載しました。

原子力マネー漬けになりつつある下北半島で久しぶりの明るい話題が提供されました。

朝日新聞むつ支局の伊東さんありがとうございます。    （2019/12/28 朝日新聞））

内
閣
府
最
大
級
想
定

自らの事業にふさわしくない

論文やデータを隠す手法は

許されません。

(2020/4/27 デーリー東北)

美しい故郷を未来に繋げるためにも「死も来た半島」にはできません！
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